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研究成果の概要（和文）：うつ病の生物学的脆弱性を改善する介入手法を開発するため，仮想現実（virtual 
reality）をはじめとした情報通信技術に着目し，脆弱性の改善可能性を有すると考えられるデジタルメンタル
ヘルスケア手法を開発した。本研究で開発された仮想空間における臨床心理学的介入方法は，参加者の心理的苦
痛や不安の軽減をもたらすことに加えて，従来の臨床心理学的介入方法が有していたデメリット（時間的・金銭
的コスト，アクセスの問題，スティグマなど）の解決につながる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：To develop intervention methods that improve the biological vulnerability of
 depression, we focused on information and communication technologies, including virtual reality, 
and developed digital mental health care techniques that are believed to have potential for 
improving vulnerability. The clinical psychological intervention method developed in this study 
within the virtual environment has shown potential for not only alleviating participants' 
psychological distress and anxiety but also addressing the drawbacks of traditional clinical 
psychological interventions, such as time and financial costs, accessibility issues, and stigma.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 仮想現実　VR　うつ病　脆弱性　機械学習　認知行動療法　人工知能　AI
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題は，工学，情報学，脳科学，臨床心理学といった，極めて学際性の高いアプローチであり，基礎と臨
床のさまざまな研究領域をつなぐ点で学術的意義がある。さらに，うつ病に対する新たな介入手法を開発したと
いう点のみならず，日常臨床や生活での実施可能性を最大限に考慮し，さまざまな場面での使いやすさを最大限
配慮した応用研究である点に，社会的意義が認められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
うつ病の再発率は極めて高く，うつ病治療の最重要課題として再発防止への取り組みが急務

である。従来の研究知見においては「日常の生活場面において，どのようにすれば効率的・効果
的に脆弱性を改善できるのか」という臨床上重要な問題が残されていた。 
これまで，VR 空間での体験は自尊心の改善や，人種的偏見の軽減，恐怖反応の消失など，さ

まざまな心理学的作用をもたらすことが報告されてきた。さらに，米国精神医学会(2017)は，VR
技術が有する生態学的妥当性とコントロール可能性の高さから，精神疾患の治療に有用である
ことを指摘している。これらの報告は，VR 技術が脆弱性の改善効果を有する可能性を示唆する
ものと考えられる。加えて，AI 技術の活用は，患者の病態に最適なコンテンツの選択を可能と
することから，効率的な VR 課題の実施につながると考えられる。そのため，これらの技術に基
づく VR システムを用いることで，脆弱性の効率的で効果的な改善が期待される。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では，従来の臨床心理学的手法の再発予防効果を大きく増強することを目的として，

VR 技術と AI 技術を活用したアセスメント手法と介入手法を開発する。 
 
 
３．研究の方法 
（１）情報端末機器，ウェアラブルデバイス AI による心身の状態推定 
 スマートフォンとスマートウォッチで収集された心理的情報（例：気分，思考）や，生物学的
情報（例：心拍，睡眠），および社会的情報（例：対人接触，活動量）に対して（以下，ライフ
ログ情報），機械学習法を活用することにより，心身の状態に関する推定を行った。 
 
（２）仮想環境内での自己対話による効果検討 
 仮想環境において自己と他者の３D アバターを配置し，アバターの視点を入れ替えることに
よる自己対話システム（VR セルフカウンセリング）を構築し，効果検討をおこなった。 
 
 
４．研究成果 
主要な成果として，（１）幸福感の増減パターンの予測，（２）うつ病再発兆候の早期検出と対
処方略の提案，および（３）人々の苦悩を早期にやわらげる VR セルフカウンセリングシステム
を可能とする技術開発を行なった。 

 
（１）幸福感の増減パターンの予測 
約８ヶ月間収集されたライフログ情報に対して，機械学習法を適用し，どのような行動をとれ

ばその個人の幸福感が増大するか，といった予測モデルを構築している。本研究の結果，人工知
能が幸福感の高い日を一定の精度で予測できることが示された（全体で 82.6%の正答率）。その
ため，こうした技術を活用することによって，個人にとって幸福感が高まる生活の仕方を具体的
に提案可能であることが示唆された（図 1，図 2）。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1. ライフログ情報に基づく幸福感予測モデルの構築 
 



 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
図 2. 幸福感の推定結果 

 
 
（２）うつ病再発兆候の早期検出と対処方略の提案 
うつ病寛解者の約 10ヶ月間のライフログに対して，２種類の機械学習法を階層的に適用して

いる。その結果，うつ病寛解者における再発パターンが可視化され，候補者が構築した人工知能
モデルは，うつ病の再発を高い精度で予測できた（全体で 90.3%の正答率）。そのため本技術は，
再発予防に最も効果的な治療戦略を数理的に推定可能であり，予防法の提案に寄与しうると考
えられる（図 3）。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 提案された対処方略の例 
 
 
（３）人々の苦悩を早期にやわらげる VR セルフカウンセリングシステム 
仮想現実（バーチャルリアリティ，以下 VR）技術に着目した。まず，参加者本人の３D アバ
ターと，参加者を大切に思ってくれている他者（親，親友など）の３D アバターを作成し，仮想
空間に位置付けた。そして，その仮想空間内において，参加者と相手のアバターの視点をいれか
えながら，自分の苦悩について自己対話ができる VR セルフカウンセリング技術を開発した。本
研究の結果，すべての参加者において，苦悩と不安の減少が示された。開発された VR 技術は一
人で実施することが可能であるため，悩みを他者に相談できない人々に対する本技術の有効性
が示唆された（図 4）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4. VR セルフカウンセリングの概要 
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 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

認知行動療法における機械学習アプローチ

事例で学ぶ論文投稿と査読対応のABC

情報通信技術を活用した臨床心理学的アプローチの実際

よりよく生きるための人工知能技術と情報通信技術の活用



2023年

2023年

2023年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本マインドフルネス学会 第９回大会 シンポジウムII「脳の変化からマインドフルネスを理解する」（Web会議）（招待講演）

SOMPOインスティチュート・プラス 未来アカデミー（Web会議）（招待講演）

 ３．学会等名
特設科研『言説を動かす情動とファシズムの変貌：テキストマイニングによる独伊仏日の資料分析』第４回研究集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

山本哲也

山本哲也

山本哲也

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

デジタルマインドフルネス ―瞑想の実践を支援するテクノロジーの活用―

ウェルビーイングの向上に寄与する人工知能技術と情報通信技術の活用

AI・ICTを活用した行動科学と社会実装

人工知能と協働して江戸川乱歩を精読する

 １．発表者名

 １．発表者名
山本哲也

行動科学学会 第38回ウィンターカンファレンス2023 教育講演（Web会議）（招待講演）



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 32nd International Congress of Psychology（国際学会）

2021 Japan-America Frontiers of Engineering Symposium (JAFOE)（招待講演）（国際学会）

日本心理学会第85回大会，大会公募シンポジウム「情報通信技術を活用した心理学研究と臨床応用」

Tetsuya Yamamoto

Tetsuya Yamamoto

山本哲也

山本哲也

日本心理学会第85回大会，大会公募シンポジウム「心理学のデジタルトランスフォーメーションに向けて」

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

A clinical psychoinformatics approach for detection of recurrence patterns in recovered depression

Clinical Psychoinformatics Approaches for Improving Quality of Life

情報通信技術・人工知能技術の進歩と心理学

テキストマイニングと機械学習の活用は文学作品の考察を深化させる



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

慶應義塾大学パネルデータ設計・解析センター 第21回パネル調査カンファレンス（招待講演）

日本心理学会第85回大会発表論文集

日本心理学会第85回大会発表論文集

 ３．学会等名

鈴木 菜穂, 山本 哲也, 内海 千種, 菅谷 渚

山下 裕子, 山本 哲也

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本哲也

山本哲也, 内海千種, 鈴木菜穂, 菅谷 渚

第5回 伊藤園健康フォーラム（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

新型コロナウイルス感染症のパンデミック下における内受容感覚の鋭敏さが精神的健康に与える影響

親密他者の視点取得を活用したVRセルフカウンセリングの効果

お茶で人生100年時代を豊かに生きる知恵～感染症時代のストレス対処術と“茶の効用”～

コロナ禍に起因する自粛生活が心身の健康にもたらす影響 ー計４回の緊急事態宣言下における前向きコホート研究ー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本認知・行動療法学会第47回大会発表論文集

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本心理学会第85回大会発表論文集

長谷川 晃, 松本 昇, 山下 裕子, 田中 圭介, 川口 潤, 山本 哲也

山本哲也 内海千種 鈴木菜穂 菅谷 渚

鈴木 菜穂, 山本 哲也, 内海 千種, 菅谷 渚

山下 裕子, 山本 哲也

日本心理学会第85回大会発表論文集

日本認知・行動療法学会第47回大会発表論文集

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

抑制機能の2下位分類と反すうの関連ー反応抑制と注意の抑制の比較ー

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の感染拡大に起因する反復的・持続的な自粛生活が心身の健康にもたらす影響ー緊急事態宣言下にお
ける大規模オンライン縦断調査ー

緊急事態宣言下における内受容感覚の鋭敏さの男女差が精神的健康に与える影響

仮想世界における体験があなたの悩みを改善する ―VR 技術を活用したセルフカウンセリングの効果―

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第28回日本行動医学会学術総会抄録集

徳島大学研究クラスターシンポジウム 脳・心・運動×機械学習・AI（招待講演）

2020年度第12回脳科学クラスター・ミニリトリート（招待講演）

山本哲也, 内海千種, 鈴木菜穂, 菅谷渚

山本哲也

山本哲也

山本哲也

『予測的符号化の原理による心性の創発と共有-認知科学・人文学・情報学の統合的研究-』研究集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況で生じる希死念慮の予測因子の同定～計４回の緊急事態宣言下における前向きコホート研究～

機械学習の臨床応用ー心の脆弱性を理解するー

情報通信技術を活用して心身の問題を解決する

情報技術を活用した心性の可視化・予測・制御



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

『言説を動かす情動とファシズムの変貌：テキストマイニングによる独伊仏日の資料分析』第３回研究集会

日本認知・行動療法学会第46回大会，自主企画シンポジウム「認知行動療法研究の新時代を切り開く研究法」

日本認知・行動療法学会第46回大会，自主企画シンポジウム「臨床心理情報学―臨床実践と研究に活かす情報技術―」

 ３．学会等名

山本哲也

山本哲也

 ２．発表標題

 ２．発表標題

山本哲也

山本哲也

「言説と情動」研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

機械学習アプローチ

認知行動療法に寄与する心理情報学的アプローチの展開

緊急事態宣言下における日本国民のメンタルヘルスの特徴

情動を可視化・予測する心理情報学的アプローチ

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本心理学会第83回大会，大会公募シンポジウム「基礎と臨床をつなぐ」

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第27回日本行動医学会学術総会

山本哲也, 内海千種, 鈴木菜穂, 菅谷渚, 吉本潤一郎, Eric Murillo-Rodriguez

Tetsuya Yamamoto, Yuko Yamashita

山本哲也

山本哲也

Workshop on Learning Science: Toward Advanced Learning Support Platform in Society 5.0 Era（招待講演）（国際学会）

日本心理学会第83回大会，大会公募シンポジウム「心理学から心理科学へ」

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

緊急事態宣言下におけるメンタルヘルスの実態と危険因子・保護因子の解明

Mental Health-Focused Behavioral Intervention Technologies for Education

心を可視化・予測する心理情報学的アセスメント技術の開発

臨床心理情報学 ー情報技術を活用した臨床心理学研究法ー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本心理学会第83回大会発表論文集

日本心理学会第83回大会発表論文集

感情と思考の科学研究会第13回大会

山本哲也, 吉本潤一郎

山下裕子, 境 泉洋, 佐竹昌之, 佐藤 裕, 山本哲也

山本哲也

Yamamoto, T, Yoshimoto, J

9th World Congress of Behavioural & Cognitive Therapies（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

ネガティブ気分を生成する心的動態を可視化する ーネットワーク解析とデバイスを活用した心理情報学的アセスメント技術の開発ー

表情模倣による情動伝染の生起過程についての検討

心を可視化・予測・制御する心理情報学的アプローチ

A personalized approach to health using machine learning techniques of multimodal lifelog data



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第16回うつ病学会総会

日本認知・行動療法学会第45回大会，自主企画シンポジウム「スマートフォンを活用したわが国のメンタルヘルスケアサービスの現状と課
題」

徳島大学病院精神科神経科勉強会（招待講演）

 ３．学会等名

山本哲也

山本哲也

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yamashita, Y, Sakai, M, Satake, M, Sato, Y, Yamamoto, T

山本哲也

9th World Congress of Behavioural & Cognitive Therapies（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Promise of Clinical Application of Technology: Does it work?

機械学習と生物心理社会的情報を活用した健康増進技術の開発

The mechanism and application of emotional contagion: The possibility of improvement in depressive moods

個人に最適化されたうつ病再発兆候の早期発見技術の開発 ー心理・社会・生物学的データに対する機械学習法の適用 ー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
日本心理学会第82回，大会公募シンポジウム「明日から使える研究知見・ 技術の臨床応用方法」

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第16回うつ病学会総会 学会奨励賞受賞講演（招待講演）

山本哲也

山本哲也

山本哲也

山本哲也

日本健康心理学会第31回大会，日本健康心理学会記念出版委員会企画シンポジウム（招待講演）

日本健康心理学会第31回大会，日本健康心理学会研究推進委員会企画シンポジウム（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

個人に最適化されたうつ病再発兆候の早期発見技術の開発 ー心理・社会・生物学的データに対する機械学習法の適用 ー

神経科学から見た新たな健康アセスメントとその評価

心理学研究におけるビッグデータの活用方法

科学技術を心理臨床実践に活用する

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本認知・行動療法学会第44回大会，自主企画シンポジウム「メンタルヘルス領域への科学技術の応用」

関西医科大学大学院講座（招待講演）

認知療法／認知行動療法セミナー（招待講演）

山本哲也

山本哲也

山本哲也

山本哲也

感情と思考の科学研究会第10回大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

認知行動療法の実践に寄与する科学技術の応用方法

Behavioral Intervention Technologies Enhance Psychological Assessments and Clinical Interventions

心理臨床実践に活かす神経認知的アプローチとテクノロジー

機械学習を活用したライフスタイルの可視化と制御



2018年

2018年

2018年

〔図書〕　計15件

2022年

450春風社
 ２．出版社

山本哲也（分担執筆）
 ４．発行年 １．著者名

 ５．総ページ数

予測と創発

 ２．発表標題

 ３．書名

日本心理学会第82回大会

Association for Behavioral and Cognitive Therapies 52nd Annual Convention, Washington, D.C.（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Tetsuya Yamamoto, Junichiro Yoshimoto

山本哲也

山本哲也

感情と思考の科学研究会第11回大会

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Artificial Intelligence-Based Approaches for Health Behavior Change

VR技術が心身の健康に及ぼす効果

幸せになるために今日できることー幸福感を予測する人工知能技術ー

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

323

306

306

183

全国社会福祉協議会

Elsevier

Elsevier

Springer Nature Switzerland AG

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

山本哲也

Chiara Massullo, Giuseppe A. Carbone, Eric Murillo-Rodriguez, Sergio Machado, Henning Budde,
Tetsuya Yamamoto, Claudio Imperatori

Tetsuya Yamamoto, Junichiro Yoshimoto, Jocelyne Alcaraz-Silva, Eric Murillo-Rodriguez, Claudio
Imperatori, Sergio Machado, Henning Budde

Eric Murillo-Rodriguez, Sergio Machado, Claudio Imperatori, Tetsuya Yamamoto, Henning Budde

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

社会福祉学習双書2022 第11巻心理学と心理的支援 (担当範囲:4. 認知行動療法, 10. 対人関係療法)

Methodological Approaches for Sleep and Vigilance Research (担当範囲:Chapter 6.
Electroencephalography power spectra and electroencephalography functional connectivity in
sleep)

Methodological Approaches for Sleep and Vigilance Research (担当範囲:Chapter 13. Clinical
Psychoinformatics: A Novel Approach to Behavioral States and Mental Health Care Driven by
Machine Learning)

Cannabinoids and Sleep Molecular, Functional and Clinical Aspects (担当範囲:Natural
Cannabinoids as Templates for Sleep Disturbances Treatments)

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



2020年

2020年

2020年

2020年

148

321

176

178

朝倉書店
 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

全国社会福祉協議会

誠信書房

学研メディカル秀潤社

山本哲也
 ４．発行年

 ４．発行年 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

山本哲也

山本哲也, 竹林由武

山本哲也

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

 ４．発行年

公認心理師の向き合う精神障害 ②うつ病の心理学的見方・考え方 (担当範囲:2章 うつ病の生理・神経心
理学的理解)

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

社会福祉学習双書2021 第11巻心理学 (担当範囲:4. 認知行動療法, 10. 対人関係療法)

遠隔心理支援 物理的距離を超えてケアを継続するヒント (担当範囲:第7章 ウェブベースドな支援)

第２回 公認心理師試験問題解説 (担当範囲:７.知覚及び認知（１）人の感覚・知覚の機序及びその障害，
９.感情及び人格（１）感情に関する理論と感情喚起の機序)



2019年

2019年

2018年

2018年

512

496

746

832丸善出版

金子書房

金子書房

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

丸善出版

山本哲也，嶋田洋徳，熊野宏昭，坂井 誠，坂野雄二，杉山雅彦，丹野義彦，松見淳子，飯倉康郎，石川信
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